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　キリスト教では、復活祭（今年は４月９日）を迎える前の40日間、キリストの受難を分かち
合う期間として食事を節制します。謝肉祭はこの期間の前に行われ、「ご馳走を食べて、羽目
をはずして楽しもう」という祭りです。今は昔ほど節制はしないようですし、リオのサンバや
ヴェネチアの仮面仮装などの華やかな「カーニバル」が有名です。 
　この曲は、冒頭からお祭り騒ぎです。中間部は、喧騒から離れ、ドボルザークの故郷ボヘミ
アの自然に包まれます。そして再び祭りに戻ると、熱狂は最高潮に向かいます。
　待ち望んだ音楽祭の１曲目に、はじける喜びを感じて頂ければと思います。
 渡　邉　陽　子（ヴァイオリン）

楽器編成：フルート２、ピッコロ、オーボエ２、イングリッシュ・ホルン、クラリネット２、ファゴット２、
ホルン４、トランペット２、トロンボーン３、テューバ、ティンパニ、タンブリン、シンバル、

　　　　　トライアングル、ハープ、弦五部

楽器編成：フルート３（３番はピッコロ持ち替え）、オーボエ２、クラリネット２、ファゴット２、
　　　　　ホルン４、トランペット２、トロンボーン３、テューバ、ティンパニ、小太鼓、大太鼓、
　　　　　シンバル、ハープ、弦五部

　アントニン・ドボルザーク（1841-1904）／序曲「謝肉祭」Op.92，B.169

　リストはハンガリー王国出身で、現在のドイツやオーストリアなどヨーロッパ各地で活動し
たピアニストであり作曲家です。管弦楽の分野におけるリストは、先ず『交響詩』というジャ
ンルの創始者として知られています。本日演奏する『前奏曲』は1854年に作曲され、13曲ある
リストの交響詩の代表作です。『人生は死への前奏曲』という考え（アルフォンス・ド・ラマ
ルティーヌの詩による）に基づき、リストの人生観が歌い上げられています。
 新　谷　敏　子（ヴァイオリン）

　フランツ・リスト（1811-1886）／交響詩「前奏曲」（レ・プレリュード）S.97／R414

　少し怖い題名のこの曲は、夜12時を打つハープの音で始まります。死神がヴァイオリンで不
穏な調べを奏でると、ガイ骨たちが墓場から出てきて、フルートの旋律に合わせてワルツを踊
り始めます。骨がコツコツかち合う音を木琴が鳴らし、踊りは次第に狂気を増していきます
が、最高潮で突然音楽が止まり、オーボエによる鶏の鳴き声が響きます。夜明けの知らせにガ
イ骨たちは押し合いへし合い逃げ帰り、辺りは再び元の静けさに戻ります。不気味な中にも
ユーモラスなガイ骨たちのパーティナイトをのぞくような気持ちでお楽しみ頂けたら幸いで
す。 奥　山　晃　子（ヴァイオリン）

楽器編成：フルート２、ピッコロ、オーボエ２、クラリネット２、ファゴット２、ホルン４、
　　　　　トランペット２、トロンボーン３、テューバ、ティンパニ、大太鼓、シンバル、スタンドシンバル、

トライアングル、シロフォン、ハープ、独奏ヴァイオリン、弦五部

　カミーユ・サン=サーンス（1835-1921）／交響詩「死の舞踏」Op.40
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